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２学期 笑顔でスタート
８月１９日 月曜日 日に焼けた子 髪が伸びた子 背が高くなった子 いい笑顔の

子どもたち ２１名 が体育館に集合して、うれしい２学期がスタートしました。

おや、 ❔２１名

幼稚部３歳児学級 たんぽぽ組に新しいお友達が入学しました。

ｋＹ くんです。

よろしくね。始業式の前に、全校のみんなにご挨拶しました。

初めてのことでしたが、諏訪内先生とママと一緒にみんなの前で

ご挨拶しました。好きなものは「フォーキー」「トイストーリ

ー」でーす。生徒会長のＨ君からは、「みんな、Y君と遊んで仲良

くなりましょう。」とお話があり、仲間が増えてのスタートです。

うれしい限りです。

さて、さて。夏休みといえば「宿題」ですねぇ。私からの宿題は２つです。

① 朝起きて 夜寝る

② 本を ４冊以上読む

ほかに「こんな学校だといいな」に意見を寄せてくれた生徒に、考えを深めるための

プリントを宿題として渡しました。

残念ながら、忘れ物が多い、宿題をきちんとやってこない生徒が ちら ほら いる

我がラブ青聾。さて、さて、どうなることやら。昨年は「本を３冊以上読む」が宿題で

校長室前の表におすすめ本と呼んだ冊数を書き込み、テーブルに本を置いてもらう取り

組みをしました。今年も始業式で呼びかけるつもりでした。

朝。校長室前で何やらペンで書く音がします。

テーブルの上に、３冊本がおいてあり、付箋に名前が書かれ貼られていました。昨年の

ことを覚えていて、たぶん今年も同じだろうと予想し、言われていないのに本を持ってき

て、言われていないのに自分から求められるであろうことをしてくれた生徒がいるのです。

ＥＳ君です。

どんなにうれしかったことか。始業式で握手してたたえました。そうしたら、子どもた

ちからも自然に拍手が・・・。うれしい、うれしい。

その後、ぞくぞくと本を置きに来る生徒。Ｈ君、М君、Ｓさん、Ｓさん、Ｓ君、ｋさん、

Ｉ君、О君・・・。うれしい、うれしい。

始業式に行く前、「朝起きて 夜寝る」生活をしてほしい生徒に会いました。

Ｑ どうだった？

Ａ 最初のころは駄目だったんですけど、お祭りに行ったりして昼活動すると夜寝れて

後半はできるようになりました。にっこり。



Ｑ やったね！よかった。うれしいね。続けようね。昼、活動するといいよね。

Ａ はい！にっこり。

うれしい、うれしい。

「こんな学校だといいな」の宿題は、朝、登校後すぐ持ってきてくれた、ｋさん Ａ君、

ｋさん はじめ、ｋ君、Ｎさん、Ｆ君、Ｓさん、Ｙ君。

宿題を出した皆が提出してくれました。

プリントをなくしてしまった生徒もいましたが、自分から提出日(１９日)に校長室にき

て

「校長先生、すみません。プリントをなくしてしまったので、自分でプリントを作って

持ってきてもいいですか？」

と申し出て、きちんと提出してくれました。自分で考えて対応したのです。これまた、

素晴らしいことです。

「こんな学校だといいな」の意見です。

・宿題がない学校にしたい。

・もっと自由な時間がほしい。

・校外学習をたくさんしたい。

・夏休みの講習をなくしてほしい。

・動物を飼えるようにしてほしい。

・夏休み、冬休み明けのテストをなくしてほしい。

・自転車で通学したい。(３人)

・昼休みにいろいろな活動を入れないでほしい。

・掃除をするときの着替えをなくしてほしい。

・制服を変えたい。ワイシャツとスカートだけにしたい。

・テストに不合格になったらすぐ補習にしてほしい。

希望した理由となぜだめだと思うか、希望がかなった時 自分が努力しなければならな

いことはなにか等を考えてもらっています。

自分たちで決めたことを自分たちで守る。自立に向けて考えを深め、努力を続けてほし

いと願います。

学校はみんなのもの

みんなで話し合って決める過程で得るものは多いと思います。

自分とは違う意見、自分とは違う視点。

実践してみて、自分のだらしなさや伴わない行動を情けなく思い、気持ちを引き締めた

り、方法を考えたりして自分を鍛えてほしい。

職員にも柔軟に考え、子供を信頼して任せてみる度量を期待したい。

「私たち抜きに私たちのことを決めないで」です。

２学期 私からのみんなへ２つお願いをしました。

① 自分から進んで

② 普通の日を大事に です。

子どもたちよ ファイト いつでも皆を応援しているよ。うれしい始まりの日でした。


